




















































































































































































































































28 特集：第 1 回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
科情報ではあまり深入りしない方が良いのではと学校
を回る際に言っています。とはいえ、先日訪問した学
校のクラスで既読スルーが起きたらしく、それを生徒
が切実に訴えていた授業に出くわしました。39人のク
ラスグループで既読38だが一切反応がないという事例
が発生したようです（書き込んだのに誰も反応しなかっ
た）。受けた本人も非常に明るい性格で、そこまで深刻
そうではなかったので、指導されている先生もうまく
授業を展開し、クラスみんなで考える雰囲気になって
いました。情報モラルがそうであるように、いつ起こ
るか分からないので、起きた時に指導をすることが大
事だと思います。例え自分のような指導主事が入って
いても、現場の方で変えていってもらっても構わない、
生徒たちの日々を見守りながら、指導していくことが
大事だと思います。この手の話になってしまうと、こ
れまで起こった事例に対して、生徒たちに○×をつけ
てもらう授業が多かったが、自分の立場としては、そ
れを止めて欲しいと思っています。そうではなく、生
徒たちに考える時間を作って欲しいですね。その際の
課題として挙げられるのは、自分たちの評価の仕方だ
と考えています。高校の場合はこれが難しく、どうし
てもテスト一発で評価するという現状になっています。
自分も元数学の教員であり、気持ちは分かりますが、
そこから変えていく必要があるのだと思います。
大貫　○×がつかないような問題も数多く、そういっ
た意味では道徳で、モラルジレンマのような「どっち
が良いんだ？」と悩ませるような指導はやってきてい
ます。最後に出た、評価の問題に対しては、情報モラ
ルの評価に関して、○×で指導しないということにな
ると、「自分たちは一体どうやって通知表を書けば良
いのか」というのが心情です。皆さんも悩まれている
と思います。情報モラル指導で、どっちつかずの問題
をやる時は、記述問題にするしかないので、6年生の
テストの採点は憂鬱になります。300人弱の記述を見な
ければならないのは辛い。なにか工夫はしていますか？
能城　自分がよくやるのは、「この文章の問題点を述
べなさい」という形で、合っている場合は○、間違っ
ている場合は、何が間違っているのかを書かせていま
す。ただ丸暗記させるのではなく、ケースが変わって
も応用した考え方ができるように勉強をさせていま
す。ただそれでも採点は大変で、その中で、「①この
キーワードがあること、②記述文が日本語として成り
立っていること」という採点基準を設定しています。
情報処理技術者試験で「このことに関して20文字で
書きなさい」というような問題がありますが、キー
ワードと文章が成り立っているかについての採点基準
方法について、研究などはあるのでしょうか？
松田　これは、言語活動の評価といったこととも関連
しますが、同じことを言うにも、授業で習ったテクニ
カルタームをちゃんと使って説明できているのかと
いった点に着目して評価することが大事になってくる
と思います。最近は、言語処理関係のアプリケーショ
ンが多数あるので、そういうものを使って評価する方
法などは、最近、いろいろと研究されています。自分
が大学院の授業で指導している研究法の授業なども同
じなんですが、基本的に、教科情報が目指している能
力というのは、結果の良し悪しよりも、問題解決のプ
ロセスをどう改善できるのかという能力なので、例え
ば情報モラルの問題で言えば、「これをした時にどう
いう問題が起こり得るのか？」、「なぜそのようなこと
が起きる可能性があるのか」、「それが起こる確率を小
さくするには、どういった対処をしておくべきか？」
というのを、授業で習った用語や内容を使って説明で
きるようになれば、それがインフォームドな指導に直結
するのだろうと思います。基本的に何かを答えさせる
時に、授業で教えたことを使って、それを転移させる
ような答えを求めるようにすることが非常に重要で、
そういう知識の関連付けをいかに促すかが重要になり
ます。で、そういう知識の関連づけというのを用語の
関連性を分析する言語解析アプリケーションを使って
分析すれば、先生が採点する時の前処理として、評価
の客観性を高めたり、採点の効率を高めたりするのに
役立つのではないでしょうか。
大貫　問題がPISA っぽいと感じます。PISAの採点
基準を見ていけば、その当たりの問題も何とかなるか
も知れませんが、手間がかかるのは確かです。それを
省いて行くのは難しいですね。茂木先生はそういった
問題を作ったことはありますか？
茂木　能城先生がおっしゃられたような問題も確かに
良いと思われますが、本校ではもっと難しい現状で、
漢字が違っている回答に対して、どれくらい減点すれ
ば良いのか迷うことが多い状況です。そういった意味
では、キーワードを使って文章化するというのはとて
も参考になりました。テストだけではなく、授業でも
織り交ぜていくのが面白いと思いました。
大貫　時間になりました。本日は有意義な議論をあり
がとうございました。今後とも情報科の課題について
継続的に議論していきたいですね。


